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血液製剤安定供給への試練

～自然災害と新型コロナウイルス感染症の経験～

中四国ブロック血液センター

事 業 部 櫻 井 聡
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中四国ブロック血液センターシンポジウム
利益相反の開示
著者名：櫻井 聡

私は今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反はありません。
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はじめに
日本赤十字社は「安全な血液製剤の安定供給の確保に関する法律」
に則り、日々献血者の確保と血液製剤の安定供給に努めている。

しかし、大雨・台風・積雪、地震などの自然災害、感染症パンデミック
、原子力事故、戦争、テロなど非常事態宣言時の血液事業対応には
困難が予想される。

中四国ブロック管内

・2018年7月「西日本豪雨災害」

・2020年からの「新型コロナウイルス感染症パンデミック」

二つの経験から、献血・供給状況の現状と課題、並びに対策について



4

中四国はどう動いたか？

西日本豪雨災害（2018年）

その時、血液事業は



大雨災害として対策開始

（7月6日（金）午後：需給管理課）

以下について優先的に検討する。

・移動採血、固定施設で輸血用血液の原料確保は可能か？

（採血された原料血液は製品化できる状態でブロックに受入れで

きるか？）

・血液輸送経路は？

ルートの探索、新幹線、航路、航空の活用を検討

・血液を安定的に分配するためには？ （血液事業本部と協議）

需給調整・・・関東、九州、近畿からの受入れを検討。
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被災地区の状況
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広島県熊野町 愛媛県西予市

岡山県倉敷市真備町
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７月７日（土）
被害状況が現れ始める

○高速道路： 山陽自動車道土砂崩れ通行止め
（血液配送の主要道路）

→中国自動車道での配送切替

○新幹線、在来線： 運休相次ぐ
→ 山陽新幹線での血液搬送（広島⇔岡山）

○広島空港周辺： 通行止め 土砂崩れ
→宇部空港、香川空港、松山空港を中心に利用

○本四連絡橋： その影響で「しまなみ海道」
「瀬戸大橋」「明石大橋」通行止め

○フェリー航路： ・岡山・四国での採血分は航路で搬送を行った。
・呉への搬送ルートが断たれたため航路に切り替える

○一般道路： 渋滞、迂回路多し



8

25 25



○供給状況について

・渋滞のために、通常の納品時間の２～３倍時間を要した

高速道路不通により各センター一般道路から迂回路へ

医療機関に了解をいただきながら、その都度対応し納品

・呉市内の医療機関への供給

川の氾濫により道路が寸断され海上輸送へ

（フェリー：広島港⇒呉港）
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各地域センターの納品状況及び医療機関の状況
（７月６日～21日現在）
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－各血液センターの稼動状況 －
（７月６日～７月２１日現在）

計画：３０稼動
実績：３０稼動

計画：５２稼動
実績：４１稼動

計画：４４稼動
実績：４２稼動

計画：３９稼動
実績：３３稼動

計画：３２稼動
実績：２７稼動

計画：２７稼動
実績：２０稼動

計画：２７稼動
実績：２２稼動

計画：８６稼動
実績：６３稼動

計画：２３稼動
実績：２３稼動

中四国管内全体
稼動計画：３６０稼動

稼動実績：３０１稼動

▲５９稼動

採血の状況は？



－ 各地域センターの採血状況 －
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期 間 単位換算

７月６日（金）～７日（土） 計画 ２，７９７単位

実績 １，３３８単位

７月８日（日）～１４日（土） 計画 １０，９９５単位

実績 ７，８７４単位

７月１５日（日）～２１日（土） 計画 １１，３３８単位

実績 １１，６７３単位

７月６日（金）～７月２１日（土） 合計
計画 ２５，１３０単位

実績 ２０，８８５単位

増減 ▲４，２４５単位



被災期間中の全国需給調整（血液事業本部と協議）

・血小板製剤

7月8日（日）：計120本

A型50本,O型25本,B型20本,AB型25本
関東甲信越ブロックから空輸便にて山口（宇部）・香川・愛媛の各空港に送る

・赤血球製剤

7月13日（金）：計350本

A型100本,O型100本,B型70本,AB型80本
関東甲信越ブロックから空輸便にて香川・岡山・山口（宇部）の各空港に送る

7月17日（火）～7月30日（月）：100本/平日

A型40本,O型30本,B型20本,AB型10本を受入れする。
関東甲信越ブロックから空輸便にて香川・岡山・山口（宇部）の各空港に送る

12



自然災害への対応
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・ 搬送ルートの確保

陸上輸送（高速道路）困難

・ 海上輸送（広島⇔呉、松山）

・ 航空機輸送の重要性

関東⇒香川、岡山、山口、愛媛

早めの判断と柔軟な対応

今後は無人航空機、航空医療の活用に期待



ドローンによる血液輸送の試行

〇血液輸送装置（ATR）を装着した無人航空機

による輸血用赤血球製剤の輸送実験

•2019年７月17日 （プログラム飛行テスト）

（広島県【陸送】⇒大分県 飛行距離1.2ｋｍ）

☆ATR内温度2℃～6℃保つ

☆最大風圧抵抗（10ｍ/ｓ）を考慮

•同年秋 広島県 屋外3ｋｍ

（血液輸送容器）
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第６６回日本輸血・細胞治療学会（2018）



自然災害への対応
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・ 搬送ルートの確保

陸上輸送（高速道路）困難

・ 海上輸送（広島⇔呉、松山）

・ 航空機輸送の重要性

関東⇒香川、岡山、山口、愛媛

早めの判断と柔軟な対応

今後は無人航空機、航空医療の活用に期待
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Withコロナ
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新型コロナウイルス感染者数推移
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新型コロナウイルス感染者数推移
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【中止依頼・振替】移動採血車

（中四国2020.1-2022.5）

中止件数 振替件数 振替率 100%

3月 103件 振替 59件（▲32台）
4月 157件 振替134件（▲14台）
5月 127件 振替101件（▲28台）
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新型コロナウイルス感染者数増加に伴う献血中止・振替状況
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悩みの要因

〇外部者の受け入れ不可

〇緊急事態宣言

〇まん延防止等重点措置

〇行動制限

〇外出自粛

〇テレワークの推奨

〇休校、オンライン授業

〇ボランティア活動の自粛
20
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感染対策
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日本赤十字社 血液事業本部
献血協力者の深刻な減少が続いています 2020.3.2
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NHK NEWS
WEBより引用

2020.3.5

SNSで呼び掛け

「私も血液内科にいたので献血の大切さは身に染みて感
じていますが、献血の激減により不安な日々を過ごしてい
る方もいます。そして、命をつないでいる方もいます。少し
でも多くの方の献血協力が必要です。一人一人が感染対
策をし、みんなが早く元の生活に戻れるよう、そして一人
でも多くの人の命を救えるよう、私からのお願いです。」

感謝！！！
窮地を救っていただいた。
とても反響が大きかった！

SNSで献血呼び掛け
感染拡大で影響
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緊急事態宣言時に事業の
継続が求められる事業者

献血を実施する採血業

献血会場の確保
献血への協力

各都道府県
薬務主管課

市町村
関係団体

厚生労働省医薬・生活衛生局血液対策課
採血業の継続・献血血液の安定確保 2020.4.8
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プレスリリース
献血へのご協力は不要不急の外出にはあたりません

中国・四国地域（9県）
報道機関へ取材依頼

ホームページに掲載
協力要請

【新規協力企業・団体求む】
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一般社団法人日本輸血・細胞治療学会
緊急提言 2020.4.17

ガイドラインに従い、医学的根拠に基づき必要以上
の輸血を避け、なお一層適正輸血に努める
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新型コロナウイルス感染症による献血者の推移
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ラブラット会員、プレ会員
事前予約、事前問診可能
混雑回避、滞在時間短縮
検査結果をデータで確認

献血カードがアプリ化
安定した血液製剤を供給するため
献血者の70％を事前予約で
現在、45.7％（中四国12月実績）
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感染症のパンデミック（進行形）

〇安定した献血者確保に向けて
・移動採血の不安定さ（企業・学校など）
・安定した移動採血場所の確保
（地方自治体、自衛隊、免許センターなど）

〇献血ルームへの誘導、
または近隣の街頭献血＞移動採血（中止、テレワークなど）

〇予約献血の最大限の利用（予約献血率の向上）、混雑回避

〇初回献血者、若年層の強化（学校での献血、セミナー）

〇マスメディアの利用

反省と今後


